
一
　
一

●
　
●

■

ロ

0

)交通事故発生状況 (今和7年 2月 末)t

― 宮 市 内 累 計 愛 知 県 内 累 計地域

発 生 数 増 減 数 増 減 率 発 生 数 増 減 数
-31.8%15 -7

11 -1 -8.3% -8 -7.10。

死 282 0.4% 4.416 12 0_3%

人 241 ｎ

） 0.0% 3,749 21 0.6%

1,671 -6 -0.4% 33.599 0.0%
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z'一宮市の人身交通事故の特徴(今和7年 2月末)
年齢別死傷者数 類型別死傷者数
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増減率 正面 出合頭 右左折 その他 当事者,1 自転
=

原付 二輪車 その他
令和6年 19 103 104 20 31 令和6年 29 60 13 175
令和フ● ,0 82 112 29 41 令和7年 29 66 1フ 1

構成率 35% 28% 291% 39.7% 103% 14.5% 103% 234% 04% 25% 28% 606% 00%
増減数 -9 -21 10 増凛数 -4
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)愛知県の交通死亡事故の特徴
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^~私断前の確認のみて.その後は目的地(コノビ
ニなど)ばかりを見ている.
・車は自分に気がついていると思ってい&

--4 rr
夕方の6～ 7は“■の時間・

～歩行者は反射材●を

'用ドライ′`―は早めのライトオン～

∩
aL,■滞車両て左から来る.車が見えていない.
・左から車が来る可能性を考えていない.
・「いたょら渡れる !」 と焦っている。

ぼん0り～
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停止中

∩
止まってくれた車に申し訳なく思い、急いで渡
ろうと思い.左を見ていなしヽ.
・左の車も止まってくれると思い込んでいる。

1近くに横断歩道がある場合は .
しましょう.

2        をしてから墳断しましょう.
(:・ 少しても迷,たら横断しない｀

3速くの車もあ―という間に近ついてきます .

をしまし、う.

■                    と思ニ

エ_」と断二■■■しまし.こう.

なんと人身
事故の原因
の約3割

は、ドライ
バーの前方

不注意なん
です !

―宮警察署
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当事者別死傷者数

齢者〈65車以上 )
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類型別厳 断中 愴突 歩行者 口輪車
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